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はじめに

　本書は、ソースネクストの『VEGAS Movie Studio Platinum 17』（以下「Movie Studio」と省略）を利用
して、初めてビデオ編集を行うユーザー向けに、Movie Studioの操作方法を、わかりやすく解説したガイドブッ
クです。

　本書の構成ですが、ビデオ編集が初めてのユーザー、あるいはまだ慣れていないユーザー向けに、Chapter 
1で「簡単作成」のチュートリアルとして利用できるように構成してあります。これだけでマスターすれば、
Movie Studioを利用して簡単にムービーが作成できるようになります。ある程度編集操作に慣れてきたら、「パ
ワーユーザーモード」でフルパワーのMovie Studioを堪能してください。

　ビデオ編集で大切なことは、編集ソフトの操作方法を覚えることではありません。撮影した映像をどのようなムー
ビーに仕上げたいのか、そのイメージを具体化することです。Movie Studioの操作を覚えるということは、イメー
ジを具体化するための手段に過ぎません。そして、1つのイメージが具体化できたら、次のイメージを具体化す
るための別の方法を学べば良いのです。それがスキルアップです。

　ビデオの編集を覚えるポイントは、自転車に乗ることを覚えるのと似ています。理屈で自転車に乗るためのバ
ランスのとりかたを理解しても、うまく乗れるとは限りません。乗っては転びを繰り返すことで乗り方を覚えますよね。
ビデオの編集もそれと同じです。なんども失敗を重ねながら、操作を覚えます。

　ビデオ編集の面白さは、ある程度操作ができるようになると、このイメージを具体化するにはどうすればよい
のか推測ができるようになることです。そうなれば、ビデオ編集がとても楽しいものになります。本書が、推測力
を養うための一助となれば、筆者としては幸いです。

楽しいビデオライフのために

2021年1月
阿部信行
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サクッと簡単に
動画を作成してみよう
このChapterは、「ここだけ読めばMovie Studioでビ
デオ編集ができるようになる」ための章です。1-1から順
番どおりに作業を進めれば、Movie Studioで編集した
ムービーをゲットできます。さっそくMovie Studioでの
ビデオ編集を体験してみましょう！

Movie Studio編
Chapter 1
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素材の動画データを準備する1-1
ここでは、Movie Studioで編集する素材データの準備について解説します。ご自分で撮影
した動画データを準備してください。

ビデオカメラから動画データをコピー

　最初に、ビデオカメラで撮影した動画データを、パソコンに取り込みます。動画データには、ファイル形式といって、

データの形式が数種類あります。この点に注意して取り込みましょう。なお、ここではハイビジョン対応のビデオ

カメラを例に解説します。

1・ビデオカメラから取り込む
　ビデオカメラとパソコンを接続し、ビデオカメラのメモリーに記録されている「AVCHD」というフォルダーが

あるので、これをパソコンにドラッグ＆ドロップしてコピーします。

「AVCHD」フォルダーをドラッグ＆ドロップでコピーする

MP4形式の場合

ハイビジョン対応のビデオカメラだがMP4形式で撮影したという場合は、データの保存先が異なります。たとえばキヤノンのビデ
オカメラの場合、動画データはDCIMというフォルダーに記録されていますので、これをコピーしてください。詳しくは、利用する
ビデオカメラのマニュアルを参照してください。

ビデオカメラがリムーバブル記憶域として認識される

	 	 	 	 	 	 		DCIMに保存されている

P O I N T

!
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2・ハイビジョン形式の動画データの場合
　「AVCHD」フォルダーは、階層構造といって、このフォルダーの中に、さらに「BDMV」というフォルダーがあ

り、さらにその中に「STREAM」というフォルダーがあります。動画データは、このSTREAMフォルダーの中に

記録されています。

「AVCHD」フォルダー	 	 	 	 	 						「BDMV」フォルダー

「STREAM」フォルダー	 	 	 	 	 						 動画データ

オーディオデータなどの取り込み

BGMなどに利用するオーディオデータや写真などの画像データも、動画データと同様の方法で取得できます。たとえば、本書で
解説しているSOUND FORGE Audio Studioで編集／出力したオーディオデータなども、同様の方法でMovie Studioに取り
込みます。

P O I N T

!

!

!



0 1 0

サクッと簡単に動画を作成してみようMovie Studio編
Chapter 1

動画データの拡張子

動画データのファイル名には、拡張子が設定されています。たとえば、ハイビジョン形式の場合は「.MTS」という拡張子が、
MP4形式の動画データの場合は「.mp4」という拡張子です。

ハイビジョン形式の場合	 																		MP4形式の場合

※Windowsで「ファイル名拡張子」の表示がオンになっていない場合は、これをオンにしましょう。

❶クリックする
❷チェックする

P O I N T

2

1
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作成したい動画の種類を選択しよう！1-2
初めてビデオ編集を行うユーザーでも、簡単にプロ並みの映像が作成できるMovie Studio。
最初に、どのようなタイプの映像を作成するのかを決めます。

プロジェクトを設定する

　前のセクションで準備した動画データを編集するために、Movie Studioを起動して「プロジェクト」を設定し、

その設定内容を「プロジェクトファイル」として保存します。プロジェクトというのは、どのデータをどのように編

集し、Movie Studioでどのような編集を行っているのかを記録しておくためのもので、それをファイルとして保

存したものがプロジェクトファイルです。これは、作成する動画ファイルごとに設定します。

1・「ようこそ」画面の表示
　Movie Studioを起動して、「ようこそ」画面を表示します。なお、本書では表のようなMP4形式の動画デー

タを利用して解説します。

【作成したい動画の種類を選択】
❶ワイドスクリーン 横位置の動画を作成するモード。スマホで撮影した横位置映像も含む。
❷トール 縦位置の動画を作成する。簡単にいえば、スマホで撮影した縦位置動画を編集するモード。

【簡単作成】

�❸ガイド付きビデオクリエーター ビデオ素材の取り込みから、最終の動画出力まで段階ごとにガイドをしてくれる。まるで専属
トレーナーがコーチしてくれるモード。

❹動画の作成 シンプルなインターフェイス（操作画面）で編集作業ができるモード。

【高度な作成】
❺パワーユーザーモード ノーマルなインターフェイスで編集作業ができるモード。
❻常にパワーユーザーとして開始 毎回パワーユーザーとして起動するモード。

ファイル形式 mp4形式 
フレームサイズ 1920×1080
フレームレート 29.97fps
映像の縦横 横位置の映像

◦作成したい動画の種類 ········ワイドスクリーン
◦簡単作成 ·················································動画の作成

1 2

3
4

5
6
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2・作成したい動画の種類を選択
　ここでは以下のように選択し、「簡単作成」の「動画の作成」をクリックします。

❶選択する
❷クリックする

「簡単作成」「高度な作成」どっち？

　Movie Studioでビデオ編集を始める場合、「ようこそ」画面で「簡単作成」か「パワーユーザーモード」のど

ちらかを選択するのですが、どちらを選べばよいのか迷いますよね。ですので、選択の目安を掲載しておきます。

なお、これはあくまで著者からのおすすめであって、必ずこのように選ばなければならないというものではありません。

【高度な作成】

❸パワーユーザーモード • Movie Studioのすべての機能を利用して、ビデオ編集を行いたい。
•アマチュアユーザーからプロユーザーまでおすすめ。

❹常にパワーユーザーとして開始 パワーユーザーモードしか利用しないユーザー向け。

◦作成したい動画の種類 ········ワイドスクリーン
◦簡単作成 ·················································動画の作成

1

2

1

2

3

4

【簡単作成】

❶ガイド付きビデオクリエーター

• ビデオの編集は、まった
く初めてのユーザー向
け。
•  トリミングやエフェク
ト 設定 な ど は Movie 
Studioにおまかせで、
とにかく一定のクオリ
ティのあるムービーが欲
しいユーザー向け。

❷動画の作成

ビデオの編集は初めて。
基本的な編集作業は自
分で行いたいが、ビデオ
編集の作業手順などあ
る程度はMovie Studio
に おまか せ で、Movie 
Studioを利用してムー
ビーを作成したいユー
ザー向け。
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データを取り込もう！1-3
作成する動画の種類を選んだら、次に編集する動画データ、すなわち素材をMovie Studio
に取り込みます。

必要な素材を選択する

　前の節「1-2」の「ようこそ」画面で「動画の作成」を選択すると、素材を選択するウィンドウが表示されます。

ここで編集で利用する素材データを選択します。

１・ファイルの保存先を開く
　「開く」ウィンドウが表示されるので、編集で利用したい動画素材が保存されているフォルダーを開きます。

フォルダーをクリックする	 	 	 	 	 						 素材データ

2・「開く」ボタンをクリック
　動画データを選択して、「開く」ボタンをクリックし

ます。

クリックする

!

任意のファイルを選択する

任意のファイルを選択する場合、Cキー、Dキーを押
しながら選択してください。

◦Cキーを押しながら ··········· ファイルを連続した状態で
選択

◦Dキーを押しながら ··············任意のファイルを選択

T I P S
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3・「はい」ボタンをクリックする
　「プロジェクト ビデオをこのメディアに合わせて設定しますか？」とメッセージが表示されるので、「はい」ボタ

ンをクリックします。

クリックする

メッセージの意味

このメッセージの意味は、読み込もうとしている動画データ（メディア）と、初期設定としてプロジェクトで設定しているファイル形
式が異なるが、どちらに合わせるかというメッセージです。ここで「はい」を選択すると、プロジェクトの設定を動画データと同じ設
定に変更します。なお、プロジェクトの設定内容は、Movie Studioを起動後でも変更可能です。

◦はい ················動画データと同じ設定にプロジェクトの設定を変更する。
◦いいえ ··········プロジェクトの設定を変更しない。

次回から、このメッセージを表示させない場合は、チェックボックスをオンにします。この場合、必ず動画データに合わせてプロジェ
クトが設定されます。

P O I N T

4・読み込まれる
　動画データが読み込まれます。読み込まれた動画データは、画面のように「ストーリーボードビュー」に登録さ

れた状態で表示されます。

読み込まれた動画データ

ストーリーボードビュー

Movie Studioに取り込んだ映像がサムネイル（小さな画像）で表示され、動画ファイルとして出力すると、左から順番に再生される。
ここでサムネイルの順番を入れ替えてムービーのストーリーを作ることから、ストーリーボードビューと呼ばれる。

用 語
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メディアを確認・削除する1-4
動画データを選ぶと、「ストーリーボードビュー」と呼ばれる領域にメディアとして取り込まれます。
ここで、取り込んだメディアを再生し、内容を確認します。不要なメディアは削除します。

メディアのプレビュー

　利用したい動画を選んで「開く」ボタンをクリックすると、Movie Studioの「ストーリーボードビュー」とい

う機能に取り込まれます。編集の第一歩は、取り込んだ動画データの確認作業からです。ちなみに、Movie 

Studioに取り込んだ素材データのことを「メディア」と呼び、その内容を確認することを「プレビュー」といいます。

　なお、Movie Studioでは、次のような用語を利用します。

メディア/プレビュー/サムネイル/イベント

◦メディア ····················  Movie Studioに取り込んだ動画データ。Movie Studioには取り込んだが、タイムラインに配置していない
素材データ。

◦プレビュー··············取り込んだメディアを再生し、内容を確認すること。
◦サムネイル ············  「親指の爪（サムネイル）のように小さな画像」という意味。
◦イベント ····················｢メディア」などタイムラインに配置した素材データ。タイトルのデータなども含む。

用 語

１・メディアを選択する
　ここでは、ストーリーボードビューの左端上にあるサムネイルを選択します。選択すると、プレビューウィンドウ

に映像が自動的に再生表示されます。自動再生されない場合は、もう一度サムネイルをクリックしてください。

クリックする		 	 	 	 	 						 再生表示される

プレビューウィンドウ

編集中、あるいは選択したメディアの映像が表示されるウィンドウ。表示して、映像の内容や編集状態を確認する。

用 語

!
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◉ サムネイルをスクラブしてプレビュー
　Movie Studioでは、サムネイル上でマウスを左右にドラッグすると、内容をザックリと確認できます。ビデオ

編集では、このようなプレビュー方法を「スクラブ」と呼んでいます。

メディアの削除

　メディアをプレビューして「この映像は要らない」場合は、メディアをストーリーボードビューから削除します。

　ストーリーボードビューでメディアを選択すると、青枠で表示されます。ストーリーボードビューの上部左に、メ

ディアの削除ボタン「×」があります。これをクリックします。

メディアの追加

別のメディアをストーリーボードビューに追加したい、あるいは削除したメディアをもう一度取り込みたいという場合には、「メディ
アの追加／配置」を再実行します。

T I P S

!

メディアを選択して❶、クリックする❷ 「00002」が削除された

1

2

クリックする
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プロジェクトの保存1-5
プロジェクトは、次の編集作業を始める前に必ず保存しましょう。編集作業で失敗しても、保存
したプロジェクトでスピーディに再開できます。

名前を付けて保存

　Movie Studioでは、新規にプロジェクトを設定すると「無題」という名前がデフォルト（初期設定）で設定さ

れています。これを、わかりやすい名前を付けて保存します。

１・保存用コマンドの選択
　初めてプロジェクトを保存する場合は、メニューバーから｢プロジェクト｣→｢名前を付けて保存...｣を選択します。

なお、タイトルバーには「無題*」とプロジェクト名が表示されています。

❶クリックする
❷プロジェクト名が表示される

２・ファイル名を入力
　「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されるので、

プロジェクトファイルを保存するフォルダーを開き、ファ

イル名を入力します。

未保存のマーク

プロジェクトを編集したが、その内容を保存していない場合、
プロジェクト名の右に「*」というアスタリスクマークが表示
されます。このマークが表示されていたら、プロジェクトが
未保存ですので、保存を実行しましょう。

P O I N T

❶フォルダーを開く
❷入力する

1

2

1

2
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デフォルトのフォルダー

プロジェクトの保存先フォルダーは、デフォルトでは「ドキュメ
ント」フォルダーの下に、「Movie Studio 17.0 Platinum 
プロジェクト」と設定されています。このままでもかまいませ
んが、すべてのプロジェクトがこのフォルダーに保存されます。
ですので、必要に応じて個別のフォルダーに保存するとよい
でしょう。

P O I N T

３・保存を実行
　ファイル名を入力したら、「保存」ボタンをクリックします。これで、指定したフォルダーにプロジェクトファイル

が保存されます。

クリックする

◉ 次回からの保存
　一度「名前を付けて保存」を実行したら、次回か

らは「保存」で上書き保存を行います。

!

保存されたプロジェクトファイル

ショートカットキーがおすすめ

ショートカットキーを利用すると、スピーディに保存、上書き
ができます。ショートカットキーは、メニューバーでコマンド
メニューを表示すると、コマンドの右側に表示されています。

◦保存 ················································D＋sキー
◦名前を付けて保存 ·············D＋C＋sキー

T I P S
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素材を並べ替える1-6
必要な映像だけを選択したら、次に、ストーリーボードビューで、メディアの並び順を変更します。
これによって、ムービーにストーリーを設定できます。

ストーリーボード上で入れ替え

　「ストーリーボードビュー」は、名前のとおり、ボード上でムービーのストーリーを作るための機能です。

１・メディアを選択する
　入れ替えたいクリップを選択します。選択は、メディ

アをクリックして内容をプレビューして確認します。

２・ドラッグ＆ドロップで入れ替え
　ビデオの編集では、ストーリーボードビューの左から右、そして上から下に再生すると決められています。並び

順は、メディアのサムネイルをドラッグ＆ドロップして入れ替えます。

ドラッグする

ドロップする

❶クリックする
❷プレビューで確認する

!

1

2
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３・他のクリップも並べ替え
　必要に応じて、他のクリップも並べ替えます。

ストーリーボードの情報

ストーリーボードに表示されているメディアには、3つの情報が表示されています。なお、タイムコードやフレームについては、60ペー
ジを参照してください。

❶開始タイムコード	：	プロジェクト全体の中で、該当のメディアが再生を開始する位置のタイムコード
❷フレーム映像	：	動画データの1枚のフレーム映像
❸ファイル名	：	動画ファイルのファイル名

P O I N T

1

2

3
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テロップを設定しよう！1-7
ムービーにとって、タイトルはとても重要です。なお、タイトルのことをビデオ編集の世界では「テ
ロップ」と呼んでいます。

メインタイトルのテキスト入力

　ここでは、メインタイトルの設定方法について解説します。

１・メディアの選択
　メインタイトルは、メディア（映像）と合成します。最

初に、どのメディアと合成するのか、対象のメディアを

選択します。

２・ビデオ メディアジェネレータでテキスト入力
　クイックスタートメニューから、「②テキストおよびタイトルの追加」をクリックします。編集画面は、テキストを

入力する「ビデオ メディアジェネレータ」画面に切り替わります。

❶クリックする	 	 	 	 	 						❹新規にテキストを入力する
❷「ビデオメディアジェネレーター」が表示される	 	 	 						❺入力したテキストが表示される
❸ダミーのテキストを削除する

❶クリックする
❷プレビューで確認する

1

2

1

2

3

!
4 5
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フォントの変更

　メインタイトルは、フォント（書体）によってイメージが大きく変わります。ここでは、デフォルトがゴシック系なので、

明朝系のフォントに変更してみます。

　フォントを変更したいテキストをドラッグして、選択します。フォント一覧メニューを表示し、利用したいフォント

を選択します。

テキストサイズの変更

　テキストのサイズは、一覧から選択するか、あるいはキーボードからサイズ数値を入力します。

❶クリックする
❷選択する

テキストをドラッグして選択する ❶クリックする
❷フォントを選択する

1

2

!

1

2

「スケール」で調整

オプション「テキストの色」にある「スケール」でスライダー
を左右にドラッグしても、文字サイズを調整できます。

T I P S
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テキストの色を変更する

　テキストの色変更は、カラーパレットを表示します。「テキストの色」の頭にある▶︎をクリックすると、カラーパレッ

トが表示されます。カラーパレットでは、色を選択するための「色空間」を利用します。ここでは、「(HxS)V」と

いう色空間を利用します。

❶クリックしてカラーパレットを表示する	 	 	 										❷「(HxS)V」を選択する
	 	 	 	 	 	 										❸カラーを選択する
	 	 	 	 	 	 										❹色を確認する

テキストを縁取りする

　メインタイトルを目立たせるために、オプションの「アウトラインの幅」のスライダーをドラッグし、アウトランの

幅と色を調整します。

❶クリックして展開する	 	 	 	 	 						 アウトラインが表示される
❷ドラッグして調整する

! 2

3

4
1

2

1

!
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シャドウの設定

　よりタイトルを目立たせるために、シャドウ（影）を設定します。設定は、「ビデオ メディアジェネレータ」のオプショ

ンにある「シャドウ」を利用します。

１・「シャドウ」のパラメーターを表示
　「シャドウ」の▶︎をクリックし、パラメーターを表示・調整します。

❶クリックして展開する
❷調整する

２・影を設定する
　「シャドウ有効」のチェックボックスをクリックして有効にすると、影が設定されます。影の状態は、パラメーター

で調整します。

▼シャドウのパラメーター
シャドウ オフセットX テキストと影との左右方向の距離。
シャドウ オフセットY テキストと影との上下方向の距離。
シャドウ ブラー 影の輪郭のボケ具合。

!

1

2
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テキストの文字間隔の調整

　文字と文字との間隔を「字間」といいますが、これを調整します。

１・「詳細設定」のパラメーターを表示
　「詳細設定」の▶︎をクリックし、パラメーターを表

示します。

２・「トラッキング」で調整
　「トラッキング」（文字と文字との間隔）のスライダーを左右にドラッグし、文字間隔を調整します。

クリックする

!

!

!
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テキストの位置調整

　テキストの表示位置の調整は、プレビュー画面上でテキストをドラッグするほか、「ビデオ メディアジェネレータ」

のオプション「位置」でも調整できます。

◉ ドラッグで調整
　テキストが選択されていると、黒い枠と■が表示されています。この枠の中央にマウスを合わせると、上下左

右の矢印にマウスが変わるので、そのままドラッグします。

◉ 「位置」で調整
　「位置」のオプションを展開してパラメーターを表示します。ここで四角枠の中にある「＋」をドラッグすると、

表示位置を変更できます。

ドラッグする		 	 	 	 	 						 変更された

!

!
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トラックの表示を調整しよう�！1-8
前節（1-7）の操作でテロップを入れると、ストーリーボードビューの表示からタイムラインの表
示に切り替わります。ここでの表示を整えましょう。

タイムラインの表示

　「②テキストおよびタイトルの追加」を実行すると、それまでのストーリーボードビューではなく、「タイムライン」

と呼ばれる表示に切り替わっています。ここでの表示操作を覚えておきましょう。

タイムライン(→P.78)

ビデオ編集を行うためのメインの作業エリア。トラックと呼ばれる機能を備え、ここでメディアを操作する。なお、高度な編集では、
このタイムラインで編集を行う。

用 語

１・タイムラインのズームイン
　編集画面の下半分が「タイムライン」と呼ばれる表示に切り替わっています。ここには、メディアを配置した「トラッ

ク」が表示されています。この表示は、タイムライン下部にあるスライダーをドラッグして、表示サイズを変更で

きます。たとえば、スライダーの右端を左にドラッグすると、ズームイン（拡大）できます。

ドラッグする

ズームイン
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２・タイムラインのズームアウト
　タイムラインのスライダーを、ズームインとは反対の方向へドラッグすると、タイムラインがズームアウト（縮小）

表示されます。

ドラッグする

ズームアウト

トラックの削除

　クイックスタートメニューの「②テキストおよびタイトルの追加」を実行すると、「テキスト」というテキストデー

タを編集するためのトラックが追加されます。本書でも、「1-7」でメインタイトルを設定したので、デフォルトで持っ

ていたテキストトラックの他に、もう1つテキストトラックが追加されています。そこで、不要なトラック「2 テキス

トトラック」を削除します。

１・削除するトラックを選択
　トラックの先頭部分を「トラックヘッダー」といい

ますが、ここの「2 テキスト」が不要なので、トラック

ヘッダー部分をクリックします。クリックすると、色が

表示されます。

❶クリックする
❷色が表示される

1
2
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２・「トラックの削除」を選択
　トラックヘッダー部分でマウスを右クリックし、表

示されたメニューから「トラックの削除」を選択します。

削除前

削除後

ギャップの処理

　タイムラインに「ビデオ」という名前のトラックがあ

ります。ここには、Movie Studioに取り込んだメディ

アが配置されています。このメディアは、トラックの

左から右へ再生されますが、途中、抜けている部分

があります。これは、「1-4 メディアを削除する」の操

作で、メディアを削除した跡なのです。この空いてい

る部分を「ギャップ」といい、再生すると何も映像の

ない黒の状態で表示されます。したがって、ビデオ編

集では、このギャップを必ず削除しなければなりません。

❶右クリックする
❷選択する

!

!
1

2

ギャップは黒く表示される
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１・ギャップを選択
　ギャップのあるトラックの位置で、タイムラインの

数字が表示されているエリアの上の位置（マーカー

バー）でクリックすると、再生ヘッドが移動します。

２・ギャップを閉じる
　ビデオトラックのギャップの部分で右クリックすると、

メニューが表示されます。ここで「ギャップを閉じる」

を選択します。

３・すべてのギャップがなくなる
　どこか一箇所で「ギャップを閉じる」を実行すると、トラックにあるすべてのギャップが削除されます。

「ギャップを閉じる」実行前
❶ここで実行

「ギャップを閉じる」実行後

❶クリックする
❷クリックした位置に移動する

❶ここで右クリックする
❷選択する

!

1

2

1

2

1
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グラフィックエレメントを追加しよう！1-9
クイックスタートの「③グラフィックエレメントの追加」を利用すると、さまざまなグラフィック機
能が利用できます。ここでは、グラデーション機能を利用してみましょう。

「グラフィックエレメントの追加」メニュー

　クイックスタートの「③グラフィックエレメントの追加」をクリックすると、「メディアジェネレーター」ウィンドウ

が表示されます。ここでは「クレジット_ロール」や「単色」など、7種類のグラフィック効果を利用できます。

❶クリックする
❷「メディアジェネレーター」ウィンドウ

◉ 「楕円状」を使ったグラフィック効果
　ここでは、「色のグラデーション」というエフェクトを、イベントに設定してみます。

設定前	 	 	 	 	 	 						 設定後

!

1
2
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ビデオトラックを追加する

　Movie Studioでは、グラフィックエレメントを1つのイベントとしてタイムラインに配置します。グラフィックエ

レメントとは、一種の画像データなのです。そのため、映像のイベントとは別のイベントとしてタイムラインに配置し、

これらを合成しているのです。

　そこで必要となるのが、映像のイベントとは別にグラフィックエレメントを配置するためのトラックを追加するこ

とです。さっそく追加してみましょう。

１・「ビデオトラックの挿入」
　トラックを追加したい位置でトラックヘッダー部分で右クリックし、表示されたメニューから「ビデオトラックの挿入」

をクリックします。

❶右クリックする
❷クリックする

ショートカットキー

トラック追加のショートカットキーは、D＋C＋qキー。

T I P S

２・トラックが追加される
　右クリックしたトラックの上に、トラックが追加されます。

1

2
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３・トラック名を入力
　トラックヘッダーの空白部分をダブルクリックします。このとき、マウス位置に「トラック名」と表示されています。

❶ダブルクリックする	 	 	 	 	 						❷テキストボックスが表示される

❸名前を入力する	 	 	 	 	 						❺トラック名が設定される
❹Eキーを押す

グラフィックエレメントを追加する

　グラフィックエレメントの「色のグラデーション」から、「楕円状（透明から黒）」というグラフィックエレメントを、

イベントに設定してみましょう。

１・「色のグラデーション」を表示する
　メディアジェネレーターの「色のグラデーション」

をクリックし、色のグラデーションのウィンドウを表示

します。「色のグラデーション」ウィンドウから、利用

したいグラフィックエレメントを選択します。ここでは、

「楕円状（透明から黒）」を選択します。

!

!

!

1 2

3 5

❶クリックする
❷表示される
❸選択する

1

2

3
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2・イベントを選択する
　次に、タイムラインの「ビデオ」トラックで、グラフィックエレメントを設定したいイベントを選択します。イベン

トをクリックすると再生ヘッドが移動するので、プレビューウィンドウでイベントの内容を確認します。

❶イベントを選択する	 	 	 	 	 						 内容を確認する
❷クリックした位置に移動

3・グラフィックエレメントを配置
　選択したグラフィックエレメントを、追加したトラックにドラッグ＆ドロップで配置します。配置位置は、「2」の

操作で選択したイベントの上に配置します。このとき、グラフィックエレメントの始点とイベントの始点（あるいは

終点）を合わせてください。青いラインが表示されます。

ドラッグする		 	 	 	 	 						 配置された

!

!

1

2
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4・長さを合わせる
　トラックに配置したグラフィックエレメントを、イベントの長さと同じに合わせます。画面のようにグラフィックエ

レメントが短い場合は長く、逆にイベントよりも長い場合は短くします。操作は、グラフィックエレメントの終点に

マウスを合わせ、右へドラッグします。この作業を「トリミング」（→P.98）といいます。

終点にマウスを合わせる	 	 	 	 	 						ドラッグする

5・設定を確認
　編集画面右上に「ビデオ メディアジェネレータ」ウィ

ンドウが表示され、「色のグラデーション」の設定パ

ネルが表示されています。このパネルの操作につい

ては、Chapter 4で解説しています。このウィンドウ

の下に「ビデオプレビュー」というタブがあるので、こ

れをクリックすると、効果を確認できます。

❶設定パネル	 	 	 	 	 						 効果を確認する
❷タブをクリックする

調整完了

!

!

!
1

2
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ビデオをスムーズに切り替えよう！
（トランジション）

1-10

イベントとイベントが切り替わる際、急に切り替わるので唐突感があります。これを和らげるた
めの機能が、「トランジション」と呼ばれる機能です。

「ビデオトランジションの追加」メニュー

　クイックスタートの「④ビデオトラ

ンジションの追加」をクリックすると、

「トランジション」ウィンドウが表示

されます。ここには数多くのトランジ

ションエフェクトが登録されており、

カテゴリーで分けられています。な

お、トランジションの詳細について

は106ページで解説していますので、

そちらを参照してください。さっそく、

トランジションを設定してみましょう。

◉ 「ページピール」を使ったトランジション効果
　ここでは、「ループとピール」というタブの「ページピール」というカテゴリーにある、デフォルトの「ページピー

ル」というトランジションをイベントに設定してみます。

トランジション設定前	 	 	 	 				トランジション設定後

!

❶クリックする
❷「トランジション」ウィンドウ

1
2
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トランジションを選択

　トランジションは、イベントが切り替わる際に利用される特殊効果です。トランジションは、「トランジション」ウィ

ンドウで選択します。

１・タイムラインを表示する
　編集画面の下部分がタイムライン表示ではなく、ストーリーボードビューの場合は、「③グラフィックエレメント

の追加」などを選択してタイムラインを表示した後、「④ビデオトランジションの追加」を選択してください。

タイムラインを表示

２・トランジションを選択する
　トランジションは、カテゴリー「ページピール」にある「デフォルト」を選択します。このデフォルトのトランジショ

ン名は「デフォルト」とありますが、正式名称は「ページピール」です。なお、トランジションの選択方法には、下

図❶のどのタブをクリックするかによって２種類あります。

❶「全てのプラグイン」タブをクリックする	 	 	 						❶「ループとピール」タブをクリックする
❷「ページピール」をクリックする	 	 	 	 						❷「ページピール」をクリックする
❸選択する	 	 	 	 	 	 						❸選択する

1

3

1

2 3

2
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トランジションを設定

　「トランジション」ウィンドウで利用したいトランジションを選択したら、タイムラインに配置されている映像イ

ベントとイベントの「接合点」（クリップとクリップが接続して並んでいる部分）に、トランジションをドラッグ＆ドロッ

プで配置します。

１・接合点にドラッグ＆ドロップする
　選択したトランジションを、イベントとイベントが接合しているサムネイル部分の接合点にドラッグ＆ドロップします。

　このとき、接合点には半透明の白い四角形■が表示されるので、この部分にマウスを合わせて「＋」の付いた

矢印に変わったら、ドロップします。

ドラッグする

２・トランジションが設定される
　クリップとクリップの間に、トランジションが設定さ

れます。このとき、トランジション用に映像のフレー

ムが処理されたのに対し、音声データの部分は処理

されていないので、その誤差が赤枠で表示されてい

ます。なお、再生にはとくに問題はありません。

接合点にドロップする

!
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トランジション設定の前にトリミングする場合

　トランジションを設定する前に、1つ実行しておくことがあります。それが、「トリミング」という作業です。トリ

ミングについての詳細は98ページで解説していますが、簡単にいえば、イベントの長さの調節です。イベントの

前後をトリミングすることによって、そのイベントの前途に「のりしろ」として見えなくなった部分が設定されます。

これを利用してトランジションを設定すると、赤い枠の数値は表示されません。

トリミング後にトランジション設定	 	 	 				トリミングせずにトランジション設定

イベントの始点と終点

　ここで、イベントの始点と終点を確認しておきましょ

う。本書では、イベントの先頭を「始点」、イベント

の終端を「終点」と表記しています。トリミング作業

では、この始点と終点を、マウスでドラッグして調整

します。

１・終点をトリミングする
　イベントとイベントの接合点のうち、接合している左側のイベントの終点にマウスを合わせ、左にドラッグします。

このとき、「イベントの終点をトリム」とメッセージが表示されます。これで、左側のイベントの終点がトリミングさ

れます。なお「トリム」というのは、トリミングのことです。

終点にマウスを合わせる	 	 	 	 	 						 終点をドラッグする

!

始点 終点
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２・始点をトリミングする
　イベントとイベントの接合点のうち、接合している右側のイベントの始点にマウスを合わせ、右にドラッグします。

このとき、「イベントの始点をトリム」とメッセージが表示されます。これで、右側のイベントの始点がトリミングさ

れます。

始点にマウスを合わせる	 	 	 	 	 						 始点をドラッグする

３・ギャップを削除する
　イベントとイベントの間に「ギャップ」ができます。ギャップとギャップの削除については30ページで解説しましたが、

同様の方法でギャップを削除します。

❶右クリックする
❷クリックする

ギャップを発生しないトリミング方法

「自動リップル」を利用すると、ギャップを発生せずにトリミングできます。利用方法については、88ページを参照してください。

P O I N T

!

1

2
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ビデオエフェクトを追加しよう！1-11
映像のイベントにエフェクト効果を設定するのが「⑤ビデオエフェクトの追加」です。ここでは、
映像を古い写真風に演出するするエフェクトを追加してみましょう。

「ビデオエフェクトの追加」メニュー

　クイックスタートの「⑤ビデオエフェクトの追加」をクリックすると、「ビデオFX」ウィンドウが表示されます。こ

こには数多くのビデオエフェクトが登録されており、カテゴリーで分けられています。なお、ビデオエフェクトの

詳細については110ページで解説していますので、そちら参照してください。

❶クリックする
❷「ビデオFX」ウィンドウ

◉ 「古い写真」を使ったエフェクト効果
　ここでは、「セピア」というカテゴリーにある「古い写真」というエフェクトを、イベントに設定してみます。

エフェクト設定前	 	 	 	 	 		 		エフェクト設定後

!

1

2
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エフェクトを選択

　エフェクトは、イベント全体に特殊効果が適用されます。エフェクトは、「ビデオFX」ウィンドウで選択します。

１・エフェクトを選択する
　エフェクトは、「全てのプラグイン」タブをクリックし、

カテゴリー「セピア」にある「古い写真」を選択します。

効果のプレビュー

ウィンドウに表示されているサムネイルにマウスを合わせると、エフェクト効果をプレビュー（参照）できます。

P O I N T

\

カテゴリーの検索

カテゴリーの数が多い場合、検索ボックスを利用すると、スピーディに目的のエフェクトを選択できます。

❶入力する
❷検索表示されるのでクリックする
❸表示される

T I P S

❶「全てのプラグイン」タブをクリックする
❷「セピア」をクリックする
❸選択する

1

2

2

3

1

3
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２・イベントを選択する
　タイムラインに配置されているイベントの中から、エフェクトを設定したいイベントをクリックして選択します。

選択すると、プレビューウィンドウに映像が表示されます。

イベントを選択する	 	 	 	 	 						 映像を確認する

先にエフェクトを選択

エフェクトを設定する場合、利用したいエフェクトを選択してからイベントを選択します。イベントを選択後に「ビデオエフェクトの
追加」を選択すると、「ビデオイベントFX」ウィンドウが表示されます。このウィンドウは、エフェクトとカスタマイズするためのウィ
ンドウです。

「ビデオイベントFX」ウィンドウ

P O I N T

!
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エフェクトを設定する

　「エフェクト」ウィンドウで利用したいエフェクトを選択したら、タイムラインに配置されているイベント上にエフェ

クトをドラッグ＆ドロップで適用します。

１・イベント上にドラッグ＆ドロップする
　選択したエフェクトを、先に確認しておいたイベント上にドラッグ＆ドロップします。このとき、接合点には半

透明の白い四角形■が表示されます。グラフィックエレメントとは異なり、ビデオエフェクトはイベント上に重ね

ます。

ドラッグする

２・エフェクトが適用される
　イベント上にエフェクトをドラッグ＆ドロップすると、

エフェクトが適用されます。エフェクトが適用されると、

プレビューウィンドウでエフェクトを確認できます。

イベント上にドロップする

!

エフェクトが適用される
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エフェクトを追加する

　エフェクトは、１つのイベントに複数設定できます。先の「古い写真」に「タイムコード」を追加設定してみましょう。

エフェクトの「タイムコード」をイベントに追加

１・エフェクトを選択する
　エフェクトのカテゴリーから「タイムコード」→

「SMPTEドロップ（29.97fps）」をクリックします。

２・エフェクトをドラッグ＆ドロップ
　選択したエフェクトを、すでにエフェクトが設定さ

れているイベントにドラッグ＆ドロップします。

エフェクトをドラッグ＆ドロップ エフェクトが追加される

❶カテゴリーをクリックする
❷エフェクトをクリックする

1

2

!



0 4 6

サクッと簡単に動画を作成してみようMovie Studio編
Chapter 1

エフェクトを削除する

　イベントに追加したエフェクトを削除してみましょう。

１・「ビデオイベントFX」パネルを表示して選択する
　エフェクトを設定したイベントの右上にある「fx」（イベントFX）ボタンをクリックします。「ビデオイベントFX」

パネルが表示されるので、チェーンのように連続して繋がったエフェクト名から削除したいエフェクトを選択します。

クリックする		 	 	 	 	 						 エフェクトを選択する

2・エフェクトを削除する
　パネルの右上にある「fx×」（選択されたプラグインの削除）ボタンをクリックします。これで、エフェクトが削

除されます。

クリックする		 	 	 	 	 						 削除される

!

「パン／クロップ」エフェクトは削除できない

チェーンの先頭に「パン／クロップ」エフェクトが設定されています。これは、全てのイベントにデフォルトで設定されているエフェ
クトです。「パン／クロップ」エフェクトは、削除できません。エフェクトを選択しても、「選択されたプラグインの削除」ボタンはア
クティブになりません。

アクティブにならない

P O I N T

!
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ムービーを出力しよう！1-12
編集の終了したプロジェクトを、動画ファイルとして出力してみましょう。ここでは、パソコンのハー
ドディスク上にMP4形式の動画ファイルとして出力する方法を解説します。

MP4形式の動画ファイルを出力する

　編集の終了したプロジェクトを出力してみましょう。ここでは、MP4形式の動画ファイルを、パソコンのハードディ

スク上に出力する方法を解説します。

１・「ムービーの作成」を選択する
　動画ファイルとして出力する場合は、クイックスタートメニューで「⑥ムービーの作成」をクリックします。

クリックする

２・出力先を選択する
　「ムービーの作成」メニューが表示されるので、動

画ファイルの出力先を選択します。ここでは、「ハー

ドディスクドライブに保存する」を選択します。

クリックする
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３・保存形式を選択する
　メニューが動画ファイルの設定パネルに切り替わります。ここでは最低限、次の３点を設定します。なお、保存

先フォルダーは、「参照」ボタンをクリックして選択できます。

ムービーの名前 好みの名前。デフォルトはプロジェクト名が表示される。
ムービーの保存形式 出力する動画のファイル形式を選択。ここではMP4を選択する。
ムービーの保存場所 ファイルの出力先フォルダーを選択する。

❶ファイル名を設定する
❷保存形式を選択する
❸クリックする
❻クリックする

４・レンダリングが開始される
　ファイルの出力作業が開始されます。これを「レンダリング」といいます。

レンダリング

「レンダリング」というのは、編集の終了したプロジェクトを、ユーザーが指定したファイル形式に変換しながら書き出す作業のこと
をいいます。

用 語

❹フォルダーを選択する
❺クリックする

1

3

4

5

6

2
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５・ムービーが出力される
　ファイル出力が終了すると、「ムービーの処理が完了しました。」と表示されます。ここでは、「ファイルの再生」

で出力したムービーが再生されます。また、「フォルダの検索」では、出力した動画ファイルの保存先フォルダー

が表示されます。確認したら、「完了」ボタンをクリックします。

❶クリックで再生
❷クリックする

「.sfk」ファイルについて

Movie Studioでは、動画ファイルを利用すると、ファイル名に「.sfk」という拡張子を持ったファイルが出力されています。これ
は「ピークデータファイル」と呼ばれるものです。このファイルには、音声の波形を表示するためのデータが保存されています。こ
れを利用することで、タイムラインでの音声波形を高速に表示しています。

「ピークデータファイル」	 	 	 											波形を高速に表示

P O I N T

動画ファイルの保存先フォルダー

出力されたムービーを再生

1

2
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「ガイド付きビデオクリエーター」なら、
もっと簡単！

1-13

「ガイド付きビデオクリエーター」を利用すると、ビデオ編集が初めてのユーザーでも、スピーディ
にムービーを出力できます。

「ガイド付きビデオクリエーター」で編集・出力する

　ここでは、ここでクイックスタートを利用して解説した「動画の作成」と同じ素材を利用し、「ガイド付きビデオ

クリエーター」で出力する方法を解説します。

１・「ガイド付きビデオクリエーター」を選択する
　Movie Studioを起動して「ようこそ」画面を表示するか、編集中のメニューバーから｢プロジェクト｣→｢[よ

うこそ]画面｣を選択し、「ようこそ」画面を表示します。ここで、「ガイド付きビデオクリエーター」をクリックします。

❶クリックする	 	 	 	 	 						クリックする
❷クリックする

２・動画ファイルを選択する
　編集に利用したい動画ファイルを、複数選択し

ます。

❶ファイルを選択する
❷クリックする

複数ファイルを選択する

複数のファイルを選択する場合、Cキー、Dキーを押
しながら選択してください。

◦Cキーを押しながら ···ファイルを連続した状態で選択
◦Dキーを押しながら ······任意のファイルを選択

T I P S

!

1

2

1

2
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３・ファイルを確認
　選択した動画ファイルが、一覧に表示されます。

このパネルでは、次のような操作が可能です。ここ

では、「次へ」をクリックします。

４・タイムラインに配置される
　読み込んだクリップが、タイムラインに配置され

ます。

動画ファイルの追加・削除

「前へ」ボタンをクリックして「３」の操作に戻り、動画ファイルを追加・削除できます。この場合、「タイムラインを更新」をクリック
して、タイムラインを再配置してください。

P O I N T

タイムラインを編集したい場合

タイムラインで編集を行いたい場合は、パネルの「パワーユーザーモード」をクリックするか、タイムラインの「Power User 
Mode」をクリックします。

T I P S

❶一覧に動画ファイルを追加する
❷一覧から動画ファイルを削除する
❸一覧から動画ファイルを全て削除する
❹パワーユーザーモードに切り替える
❺タイムラインにクリップを配置する
❻クリックする

1 2 3

4 5 6
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５・トランジションを選択する
　トランジションの選択画面が表示されているので、３つの中から選択します。ここでは、「フェード」を選択して

います。

\

⋮

❶クリックする
❷クリックする

フェードを選択した場合

1

!

!

!

!

1

2
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トランジションを選択した場合

トランジションのタイプは選択できない

トランジションのタイプは、Movie Studioによって自動的に任意のトランジションが選択されて適用されます。ユーザーは選択で
きません。選択したい場合は、パワーユーザーモードに切り替えてください。

P O I N T

3!

!

!

!

!
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パワーユーザーモードに切り替える

編集途中で、パワーユーザーモードに切り替えることが可能です。ただし、一度パワーユーザーモードに切り替えると、「ガイド付
きビデオクリエーター」には戻れません。パワーユーザーモードで編集を継続することになります。画面切り替え確認メッセージ
が表示されるので、「はい」をクリックしてください。

           フェードが設定される

T I P S

６・メインタイトルを設定
　テロップの入力パネルに切り替わるので、白いテキストボックスにタイトル文字を入力します。なお、メインタイ

トルはプロジェクトの先頭に追加されます。

❶入力する	 	 	 	 	 	 						 追加される
❷クリックする

タイトルの表示

⋮

!

!

!

1

2
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７・BGMを選択する
　BGMが必要な場合は、「参照」をクリックして追加します。

❶クリックする	 	 	 	 	 						❷選択する
	 	 	 	 	 	 						❸クリックする

⋮

❹確認する
❺クリックする

８・出力方法を選択する
　ファイルとして出力するのか、あるいはYouTube

などにアップロードするのかを選択し、「適用」をクリッ

クします。また、プロジェクトファイルの保存もチェッ

クします。選択したら、「適用」をクリックします。

⋮

❶チェックする
❷チェックする
❸クリックする

!

!
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９・保存先を設定する
　「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されるので、

保存先フォルダーを選択してファイル名を入力し、「保

存」ボタンをクリックします。

１０・レンダリング
　レンダリングか開始されます。

１１・編集を終了する
　レンダリングが終了すると、メッセージが「レンダリング完了」に変わります。ここで終了方法を選択します。

❶出力したムービーを再生する	 	 	 	 						❹出力したムービーファイル
❷出力したフォルダーを表示する	 	 	 	 						❺出力したプロジェクトファイル
❸ガイド付きビデオクリエーターでの編集を終了する

❶フォルダーを選択する
❷入力する
❸クリックする

1

2

1 2 3
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出力されたムービー

１２・パワーモードに切り替わる
　「ガイド付きビデオクリエーター」での編集が終了し、パワーモードでの編集画面に切り替わります。

１３・Movie Studioを終了する
　Movie Studioを終了する場合は、｢プロジェクト｣→｢終了｣を選択し、Movie Studioを終了します。

!
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プロジェクトの自動保存機能を
利用する

1-14

Movie Studioの「ライブ保存」機能を利用すると、Windowsショステムのフリーズなどに
備えて、プロジェクトファイルを自動的に保存しておくことが可能です。

「ライブ保存」を有効にする

　Windowsシステムが突然フリーズなどしても、現在のMovie Studioでの編集状態をプロジェクトファイル

として自動保存しておくことで、被害を最小限に押さえることができます。

❶「ツール」をクリックする
❷「詳細設定保存」をクリックする

❸チェックをオンにする　
❺「OK」ボタンをクリックする
❻自動保存したプロジェクトを利用する場合にクリックする

　自動保存したプロジェクトを利用したい場合は、「復元...」をクリックして、表示されたファイル一覧から、利用

したい自動保存したプロジェクトを選択します。

!
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3

4

5
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❹「OK」ボタンをクリックする

!

!




